
平成 30年度受動喫煙に関する県民意識調査・施設調査について 
 

１ 目的 

  「受動喫煙防止に関する県民意識調査及び施設調査」(以下「調査」という)は、平成 19

年度から隔年（平成 27 年度以降は、原則 3 年毎）で実施している。当該調査を平成 30 年

度実施し、今後の受動喫煙防止対策推進方策を検討するための基礎資料のひとつとして活

用する。 

 

２ 概要 

 （１） 県民意識調査 

ア 対象者 県内在住の 20歳以上の県民 5,000名 

イ 調査の方法 郵送自記式、無作為抽出 

  ウ 調査の項目 

(1) 属性（居住市町村、性別、年代、喫煙習慣の有無、喫煙時の心がけ） 

(2) 受動喫煙という言葉及びその害の認知度 

(3)「神奈川県公共的施設における受動喫煙防止条例」の認知度 

(4) 受動喫煙の曝露状況 

(5) 県に期待する受動喫煙防止対策 

(6) 今後の受動喫煙防止対策についての意見 等 

  エ 調査時期 平成 30年９月 11日(火)～９月 25日(火) 

 オ 回収率 51.3％（前回 49.3％） 

 

 （２）施設調査 

ア 対象 県内に所在する公共的施設 5,000施設 

イ 調査の方法 郵送自記式、無作為抽出 

  ウ 調査項目 

(1) 属性（施設種別、形態、規模(面積)） 

(2) 受動喫煙という言葉及びその害の認知度 

(3)「神奈川県公共的施設における受動喫煙防止条例」の認知度 

(4) 受動喫煙防止対策の実施状況及び課題 

(5) 県に期待する受動喫煙防止対策 

(6) 今後の受動喫煙防止対策についての意見 等 

  エ 調査時期 平成 30年９月 11日(火)～９月 25日(火) 

オ 回収率 48.7％（前回 46.7％） 
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